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(注)　東京本部は、法定の縦覧場所ではありませんが、投資者の便宜を考慮して縦覧に供する場所としております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第22期

当第２四半期
連結累計期間

第22期
当第２四半期
連結会計期間

第21期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

営業収益 (百万円) 634,952 326,861 1,290,190

経常利益 (百万円) 57,013 29,740 108,857

四半期(当期)純利益 (百万円) 33,386 17,233 57,707

純資産額 (百万円) ― 690,799 670,838

総資産額 (百万円) ― 2,455,816 2,462,831

１株当たり純資産額 (円) ― 334,302.24 322,294.60

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 16,853.70 8,702.21 28,954.78

潜在株式調整後１株当た
り
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 26.7 25.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 76,126 ― 222,183

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △74,855 ― △179,281

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 4,716 ― △55,879

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 51,168 44,606

従業員数 (人)　 ― 45,375 44,021

 
 (注) 1.　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

2.　営業収益には、消費税等は含んでおりません。

　　  3.　１株当たり純資産額及び１株当たり四半期（当期）純利益金額については、表示単位未満の端数を四捨
五入して表示しております。

4.　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(人) 45,375(11,399)

(注) 従業員数は就業人員数であり、括弧書は外数で臨時従業員の当第２四半期連結会計期間平均雇用人員数であ

ります。

 

 

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(人) 26,079（2,252）

(注) 従業員数は就業人員数であり、括弧書は外数で臨時従業員の当第２四半期会計期間平均雇用人員数でありま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループの大多数は、受注生産形態を取らない業態であります。

このため、生産、受注及び販売の状況については、「３.財政状態及び経営成績の分析」における各

事業の種類別セグメント業績に関連付けて示しております。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たな経営上の重要な契約の締結、重要な変更及び解約はあ

りません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

当年度は四半期報告制度の導入初年度であるため、「(2)業績の状況」及び「(3)キャッシュ・フ

ローの状況」において比較、分析に用いた前年同期数値は、監査法人による四半期レビューを受けて

いません。

 

(1) 全般の状況

当社は、平成17年４月25日、福知山線塚口・尼崎間において、106名のお客様の尊い命を奪い、500名

を超えるお客様を負傷させるという、極めて重大な事故を惹き起こしました。当社としては、これまで

の間、ご遺族の皆様をはじめ被害に遭われた方々への対応に全力を注いでまいりました。

また、安全性向上に向けた様々な取り組みを推進するとともに、平成19年６月に公表された航空・

鉄道事故調査委員会の福知山線列車事故に係る鉄道事故調査報告書を厳粛に受け止め、「建議」「所

見」をはじめとする様々なご指摘に対して真摯に、かつ速やかに対処すべく、改善に取り組んでまい

りました。

当事業年度には、安全対策の更なる充実を図るため、「安全基本計画」を策定するとともに、被害に

遭われた方々への「安全基本計画に関するご説明の場」の設定や「追悼慰霊式」の開催等に取り組

んでまいりました。

さらに、平成18年３月に制定した「企業理念」及び「安全憲章」のもと、「安全を最優先する企業

風土」を構築し、更なる安全性向上、お客様からの信頼回復、そしてこれらを基盤とした将来に亘る持

続的な発展を図るべく、新たに平成24年度までの「グループ中期経営計画」を本年５月に策定いたし

ました。とりわけ、最大の課題である安全性の向上については、「安全基本計画」を「グループ中期経

営計画」の根幹と位置付け、「お客様の死傷事故ゼロ、社員の重大労災ゼロへ向けた体制」の構築に

向けて、リスクアセスメントに基づく安全マネジメントの確立等に取り組んでまいりました。

また、安全性向上の取り組みと両輪をなす企業文化・風土の「変革」については、社外の有識者か

らなる「変革推進会議」からのご提言を踏まえ、意識面や業務運営全般にわたり、その取り組みを進

めてまいりました。

 (2) 業績の状況

当第２四半期については、上記「(1)全般の状況」に記載の取り組みに加え、本年７月に「保安シス

テム室」「構造技術室」「車両設計室」など鉄道固有の技術の強化に向けた基盤組織を設置すると

ともに、オペレーションの中核となる支社機能の強化を図りました。このように、基幹事業である鉄道

事業においては安全性の向上に全力で取り組むとともに、その他のグループ事業を含め、各事業の特

性を活かした様々な施策の展開及び保有資産の有効活用など線区価値の向上に取り組んでまいりま

した。

なお、当第２四半期の連結ベースの営業収益は、運輸業及び流通業については増収となったものの、

不動産業及びその他事業において減収となったことから、前年同期比0.1％減の3,268億円となりまし

た。また、鉄道事業における費用の増加などにより、営業利益は同11.8％減の376億円、経常利益は同

14.5％減の297億円、法人税等を控除した四半期純利益は同2.1％減の172億円となりました。

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　運輸業

鉄道事業においては、「建議」「所見」をはじめとする様々なご指摘に対して、引き続き改善に取

り組んでまいりました。

さらに、本年４月に策定した「安全基本計画」のもと「お客様の死傷事故ゼロ、社員の重大労災ゼ

ロへ向けた体制」の構築へ向け、新たにリスクアセスメントを導入し、社員からの安全報告等をもと

に安全上問題のある事象に対する分析や対策を講じる取り組みを進めるとともに、その定着を図って

まいりました。また、引き続き役員等と現場社員が直接意見交換する場である「安全ミーティング」

の開催等の取り組みを進めてまいりました。設備面では、ＡＴＳ－Ｐ形の拡充をはじめ、車体構造の見

直しによる車両の安全性向上、踏切設備の保安度向上、高架橋柱の耐震補強工事等に取り組みました。

さらに、事故の重大性を将来にわたって重く受け止め、事故の教訓を体系的に学ぶため、平成19年４月

に設置した「鉄道安全考動館」を活用した安全教育を充実するとともに、会話の中で発生するミスを

防止する方策として導入した「確認会話」の更なる浸透に取り組んでまいりました。このほか、事故

発生時のお客様救護と対応能力向上を図るため、各種訓練を実施しました。
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次に、輸送面、営業面については、山陽新幹線において、夏季多客期間に臨時「のぞみ」を増発する

など、利便性の向上に努めるとともに、運転本数拡大などのダイヤ改正の内容やＮ700系車両の快適

性、「エクスプレス予約」の利便性及び価格優位性について積極的な情報発信を行い、利用促進を図

りました。また、地域や旅行会社、ＪＲ他社と連携した「ＤＩＳＣＯＶＥＲ　ＷＥＳＴキャンペーン」

や「山口デスティネーションキャンペーン」を展開し、観光需要の創出に取り組みました。さらには、

インターネット予約サービス「e5489plus」のエリアの拡大により予約時の利便性向上を図りまし

た。

お客様に対するサービス面については、エレベーター、エスカレーター等のバリアフリー設備の整

備を進めるとともに、輸送障害発生時の最新の運行情報を表示する「異常時情報提供ディスプレイ」

の設置拡大の準備をするなど、ご利用いただきやすい鉄道づくりに取り組みました。

地球環境問題については、CO2削減という社会的課題に対して、ＪＲ西日本グループ全体で取り組み

を推進するための体制を整備するとともに、「地球環境にやさしい鉄道」をアピールするなど、情報

発信に取り組みました。

バス事業については、高速バス分野での競争激化が続く中、閑散日割引の新設など、お客様の多様な

ニーズに合わせた商品の提供に努めました。

この結果、運輸業の営業収益は前年同期比1.5％増の2,228億円となったものの、営業利益は原油価

格上昇に伴う動力費及び業務費の増並びに安全関連投資等に伴う減価償却費の増などにより同8.4％

減の293億円となりました。

②　流通業

大阪駅新北ビルにおける新百貨店の開業準備を㈱ジェイアール西日本伊勢丹の開業準備室におい
て進めてまいりました。また、大阪駅中央口「セントラルコート」のファッションゾーンの一部をリ
ニューアル開業するなど、駅の魅力向上に向けた取り組みを推進しました。

この結果、流通業の営業収益は前年同期比3.8％増の558億円、営業利益は同8.4％増の17億円となり

ました。

③　不動産業

山陰線松江駅の「シャミネ松江店」西館飲食ゾーンを増床リニューアル開業するなど、駅構内及び

周辺用地の開発を推進しました。また、大阪駅開発プロジェクトについては、その計画の着実な推進に

努めました。さらに、社宅跡地におけるマンション分譲を引き続き展開しました。

なお、ジェイアール西日本不動産開発㈱におけるマンション分譲が前年同期に比べ少ないことか

ら、不動産業の営業収益は前年同期比14.9％減の170億円、営業利益は同13.2％減の58億円となりまし

た。

④　その他事業

旅行業については、ネット専用商品の拡充などインターネットを核とした販売拡大に取り組んだほ

か、新たに稼動した新海外システムを活用した商品展開の強化に取り組んでまいりました。ホテル業

については、宿泊・宴会施設のリニューアル、各種イベントの実施などの販売拡大に取り組みました。

「ＩＣＯＣＡ電子マネー」については、駅構内及び市中においてご利用いただける店舗の拡大に取り

組んだほか、各種クレジットカードにより「ＳＭＡＲＴ ＩＣＯＣＡ」のチャージを可能とするなど、

利便性の向上を図りました。

　　なお、海外旅行の低迷等により旅行業が減収となったことなどから、その他事業全体の営業収益は前

年同期比7.6％減の311億円、営業利益は同76.4％減の５億円となりました。
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運輸業のうち、当社の鉄道事業の営業成績は以下のとおりであります。

ア．輸送実績
 

区分 単位
第22期第２四半期
自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

 

前年同期比

営業日数 日 92 　　　　　　　　　―
 

 新幹線 キロ 644.0 644.0

キロ程 在来線 キロ
(28.0)
4380.0

(28.0)
4379.7

 計 キロ
(28.0)
5024.0

(28.0)
5023.7

 定期 千人 291,443 101.5
％

輸送人員 定期外 千人 173,745 102.0

 計 千人 465,188 101.7

輸
送
人
キ
ロ

 定期 千人キロ 176,438 103.5

新幹線 定期外 千人キロ 4,053,844 102.4

 計 千人キロ 4,230,283 102.5

在
来
線

京
阪
神
圏

定期 千人キロ 4,712,566 100.9

定期外 千人キロ 2,674,488 101.7

計 千人キロ 7,387,054 101.2

そ
の
他

定期 千人キロ 1,118,582 101.2

定期外 千人キロ 1,452,448 102.6

計 千人キロ 2,571,030 102.0

計

定期 千人キロ 5,831,148 101.0

定期外 千人キロ 4,126,936 102.0

計 千人キロ 9,958,085 101.4

 定期 千人キロ 6,007,586 101.1

合計 定期外 千人キロ 8,180,781 102.2

 計 千人キロ 14,188,368 101.7

 
(注) 1.　キロ程欄の上段括弧書は、外数で第三種鉄道事業のキロ程であり、それ以外は第一種鉄道事業及び第二

種鉄道事業のキロ程であります。また、前年同期比は、前年第２四半期末の数値を記載しております。

2.　輸送人キロ欄の京阪神圏は、京都、大阪、神戸の３支社の地域について記載しております。
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イ．収入実績

 

区分 単位
第22期第２四半期
自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

 

前年同期比

旅
客
運
輸
収
入

旅
客
収
入

新幹線

定期 百万円 2,207 103.2
％

定期外 百万円 87,686 100.9 

計 百万円 89,893 101.0 

在
来
線

京
阪
神
圏

定期 百万円 29,166 100.7 

定期外 百万円 47,672 101.2 

計 百万円 76,838 101.0 

そ
の
他

定期 百万円 7,010 101.3 

定期外 百万円 28,620 103.0 

計 百万円 35,630 102.7 

計

定期 百万円 36,176 100.8 

定期外 百万円 76,292 101.9 

計 百万円 112,469 101.5 

合計

定期 百万円 38,383 100.9 

定期外 百万円 163,978 101.4 

計 百万円 202,362 101.3 

荷物収入 百万円 5 91.8 

合計 百万円 202,367 101.3 

鉄道線路使用料収入 百万円 1,014 103.8 

運輸雑収 百万円 18,627 103.3 

収入合計 百万円 222,010 101.5 

 
(注)　旅客収入欄の京阪神圏は、京都、大阪、神戸の３支社の地域について記載しております。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前四半期連結会計期間末に比べ165

億円増加し、511億円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において、仕入債務が増加したことなどから、営業活動において得た資

金は前年同四半期会計期間に比べ104億円多い896億円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において、固定資産取得による支出が増加したことなどから、投資活動

において支出した資金は前年同四半期会計期間に比べ10億円多い344億円となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において、長期借入金等の返済額が減少したことなどから、財務活動に

おいて支出した資金は前年同四半期会計期間に比べ28億円少ない391億円となりました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当社は、平成17年４月25日、福知山線塚口・尼崎間において惹き起こした極めて重大な事故により、

これまでに築き上げてきたお客様や社会からの信頼を大きく損なうこととなりました。

ご遺族の皆様をはじめ被害に遭われた方々への対応につきましては、引き続きご意見やご要望を真

摯に受け止めるとともに、これまで以上にきめ細かい対応を精一杯行ってまいります。

当社としては、「安全を最優先する企業風土」を構築するための努力を積み重ね、お客様や社会か

らの信頼を回復していくことが経営の最重要課題であり、安心、信頼される質の高い輸送サービスの

提供を基盤に、当社グループ総体として、社会に有益なサービスを提供し、収益の拡大を図りながら将

来にわたり持続的に発展していくための確かな礎を築き上げていかなければならないと認識してお

ります。

こうした基本認識を踏まえ、平成18年に制定した「企業理念」と「安全憲章」の具現化を図るべ

く、中長期的に目指す姿として、安全マネジメントに卓越した企業となること、お客様に信頼性、満足

度の高い価値を感じていただけるオンリー・ワン・サービスの提供、鉄道部門と事業創造部門が一体

となった線区価値の向上などを掲げて、新たに策定した「グループ中期経営計画」と、その根幹をな

す「安全基本計画」の達成に向け、全力で取り組んでまいります。

安全性向上の取り組みについては、「安全基本計画」に基づき、「お客様の死傷事故ゼロ、社員の重

大労災ゼロへ向けた体制の構築」に向けて、新たに導入したリスクアセスメントにより、安全上問題

のある事象に対する分析や対策をより幅広く行ってまいります。また、福知山線列車事故を決して忘

れないための取り組みを推進し、安全意識を高めるとともに、安全管理体制の基盤を構成する諸要件

の充実を図ってまいります。

さらに、安全性向上の取り組みと両輪をなす企業文化・風土の「変革」については、「変革推進会

議」からのご提言を踏まえ、「安全で」「信頼され」「自ら考え行動する」という企業風土を作りあ

げてまいります。

鉄道事業については、平成18年10月に制定した「鉄道安全管理規程」に基づき、安全管理体制の一

層の充実を図っております。さらに、リスクアセスメントに基づく安全マネジメントの確立、技術力の

向上、コミュニケーションの改善、人材の確保と育成など、安全基盤を構成する様々な要件について、

その充実を図る取り組みを「安全基本計画」のもと実施してまいります。また、設備を維持・更新す

るための投資を計画的に実施するとともに、ＡＴＳ－Ｐ形の整備拡大、下り勾配等に対する速度超過

対策、高架橋耐震補強による地震対策など、鉄道の保安度の向上や防災対策のための投資を行ってま

いります。

輸送面、営業面については、厳しい競争環境の中にあって、Ｎ700系の投入効果を最大限に発揮でき

る新幹線ダイヤの構築をはじめ、ご利用状況に応じた快適で信頼性の高い輸送サービスの提供に努め

るとともに、地球環境にやさしい新幹線のＰＲに努めるなど新幹線の利用拡大に向けた取り組みを推

進してまいります。また、平成23年春の九州新幹線と山陽新幹線との相互直通運転をはじめとする九

州新幹線博多開業への対応など、鉄道事業における各種プロジェクトを着実に進めてまいります。さ

らに、フロントサービスをはじめ駅や車両設備を含めたサービス全般におけるレベルアップを図ると

ともに、地方自治体等のご協力をいただきながらバリアフリー設備の整備を進めるなど、ご利用いた

だきやすい駅づくりをはじめとして、お客様にご満足いただける施策を積極的に展開してまいりま

す。このほか、販売チャネルの利便性を一層向上させるため、「エクスプレス予約」のご利用促進や平

成21年夏からの山陽新幹線におけるＥＸ－ＩＣ（エクスプレスＩＣ）サービスの拡大等を進めてま

いります。
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流通業、不動産業については、線区価値の向上に向け、鉄道部門と一体となった便利な駅づくり、地

域と協調した駅周辺開発、高架下の美化・活性化等を推進していくとともに、㈱ジェイアール西日本

伊勢丹による新百貨店の開業に向けた準備など大阪駅開発プロジェクト等を引き続き着実に進めて

まいります。また、「ＩＣＯＣＡ電子マネー」についてもご利用いただける店舗の拡大等を進め「Ｉ

ＣＯＣＡ」の利便性の向上を図ってまいります。

企業の社会的責任（ＣＳＲ）の遂行にあたっては、その重要性を改めて認識し、ＣＳＲ推進委員会

を中心に一層の推進を図るとともに、コンプライアンス委員会や危機管理委員会を推進主体とし、事

業活動全般における適正な業務運営の確立に向けた取り組みに努めてまいります。また、平成20年度

から適用される財務報告に係る内部統制の評価及び監査制度へ適切に対応するなど、内部統制機能の

一層の充実を図ってまいります。地球環境問題については、エコ・コンシャスな企業グループを目指

し、社員一人ひとりの環境意識の醸成を図るとともに、CO２削減に向けた積極的な取り組みをＪＲ西

日本グループ全体で推進してまいります。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は10億円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間における研究開発活動の状況に、重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

なお、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等のうち、当第２

四半期連結会計期間において完成したものは、次のとおりであります。

 

工事件名
事業の種類別
セグメントの名称

総工事費 完成年月

　　　　  百万円  

車両新造工事 運輸業 6,185 平成20年９月

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等について、当第２四

半期連結会計期間に重要な変更はありません。

なお、当第２四半期連結会計期間に新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,000,000

 

2,000,000

 大阪証券取引所市場第一部
東京証券取引所市場第一部
名古屋証券取引所市場第一
部
福岡証券取引所

―

計 2,000,000 2,000,000 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

 

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】　　

 

年月日
発行済株式

総数増減数

発行済株式

総数残高
資本金増減額 資本金残高

資本準備金

増減額

資本準備金

残高

平成20年７月１日
～平成20年９月30日

千株

―
 

千株

2,000
 

百万円

―
 

百万円

100,000
 

百万円

―
 

百万円

55,000
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(5) 【大株主の状況】

平成20年９月30日現
在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)
 

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社(信託口)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 121,435 6.07

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社(信託口)

東京都港区浜松町二丁目11番３号 100,061 5.00

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社(信託口４Ｇ)

東京都中央区晴海一丁目８番11号 83,452 4.17

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内一丁目３番３号 64,500 3.23

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町一丁目１番２号 64,000 3.20

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 63,000 3.15

ＪＲ西日本社員持株会 大阪市北区芝田二丁目４番24号 39,319 1.97

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目６番６号 35,000 1.75

住友信託銀行株式会社 大阪市中央区北浜四丁目５番33号 32,000 1.60

第一生命保険相互会社 東京都千代田区有楽町一丁目13番１号 30,000 1.50

計 ― 632,767 31.64

(注) １．当社は、自己株式37,347株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合1.87％）を保有しております

が、上記の表から除外しております。

２．バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社から平成20年７月７日付で関東財務局長に提出

された大量保有報告書の変更報告書により、平成20年６月30日現在で同社グループ４社による当社保有

株は110,023株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合5.50%）である旨の報告を受けております

が、当社として当第２四半期会計期間末の実質所有株式数の確認ができておりませんので、上記「大株

主の状況」には含めておりません。なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりであ

ります。

　
バークレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社 32,758株 1.64％
バークレイズ・グローバル・インベスターズ、エヌ・エイ 45,068 2.25 
バークレイズ・グローバル・ファンド・アドバイザーズ 13,434 0.67 
バークレイズ・グローバル・インベスターズ・リミテッド 18,763 0.94 
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 　37,347 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式1,962,653 1,962,653 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 2,000,000― ―

総株主の議決権 ― 1,962,653 ―

(注)　 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式174株(議決権174個)が含ま

れております。

 

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
西日本旅客鉄道株式会社

大阪市北区芝田二丁目４
番24号

37,347― 37,347 1.87

計 ― 37,347― 37,347 1.87

 

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
　４月

 
　５月

 
　６月

 
　７月

 
　８月

 
　９月

最高(円) 472,000512,000530,000540,000534,000523,000

最低(円) 446,000455,000467,000503,000489,000447,000

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20

年８月７日内閣府令第50号)附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸

表規則を適用しております。

 

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年

７月１日～平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日～平成20年９月30

日)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人の四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 51,398 44,836

受取手形及び売掛金 11,792 19,139

未収運賃 22,186 21,836

未収金 40,655 48,451

たな卸資産 ※1
 34,982

※1
 22,246

繰延税金資産 21,641 19,938

その他 44,073 45,025

貸倒引当金 △515 △335

流動資産合計 226,214 221,138

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 963,233 979,074

機械装置及び運搬具（純額） 278,038 282,599

土地 657,501 657,469

建設仮勘定 86,237 81,301

その他（純額） 25,487 28,195

有形固定資産合計 ※2
 2,010,498

※2
 2,028,639

無形固定資産 19,120 20,017

投資その他の資産

投資有価証券 60,406 60,038

繰延税金資産 116,169 109,035

その他 24,495 24,897

貸倒引当金 △1,140 △998

投資その他の資産合計 199,930 192,973

固定資産合計 2,229,549 2,241,630

繰延資産 52 62

資産合計 2,455,816 2,462,831

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 35,105 48,109

短期借入金 14,705 13,630

1年内償還予定の社債 45,000 45,000

1年内返済予定の長期借入金 42,950 42,979

鉄道施設購入未払金 34,356 34,598

1年内支払予定の長期未払金 31 31

未払金 54,178 126,772

未払消費税等 5,870 3,135

未払法人税等 33,072 37,589

前受運賃 36,445 31,260

前受金 95,034 66,574

賞与引当金 35,151 34,817

ポイント引当金 836 670

その他 100,308 93,526

流動負債合計 533,048 578,698
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

固定負債

社債 259,965 234,964

長期借入金 198,768 206,531

鉄道施設購入長期未払金 381,938 392,872

長期未払金 269 285

繰延税金負債 144 141

退職給付引当金 275,103 257,038

耐震補強対策引当金 1,699 2,222

環境安全対策引当金 10,835 11,466

未引換商品券等引当金 2,465 2,667

その他 100,778 105,105

固定負債合計 1,231,968 1,213,294

負債合計 1,765,017 1,791,993

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 55,000 55,000

利益剰余金 516,963 489,366

自己株式 △20,343 △10,343

株主資本合計 651,619 634,022

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,142 4,552

繰延ヘッジ損益 45 95

評価・換算差額等合計 4,188 4,647

少数株主持分 34,991 32,167

純資産合計 690,799 670,838

負債純資産合計 2,455,816 2,462,831
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業収益 634,952

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 458,805

販売費及び一般管理費 ※2
 103,287

営業費合計 ※1
 562,092

営業利益 72,859

営業外収益

受取利息 46

受取配当金 296

受託工事事務費戻入 85

持分法による投資利益 224

その他 1,218

営業外収益合計 1,871

営業外費用

支払利息 17,285

その他 433

営業外費用合計 17,718

経常利益 57,013

特別利益

工事負担金等受入額 19,201

その他 1,722

特別利益合計 20,923

特別損失

工事負担金等圧縮額 18,974

その他 2,158

特別損失合計 21,132

税金等調整前四半期純利益 56,804

法人税、住民税及び事業税 31,454

法人税等調整額 △8,494

法人税等合計 22,960

少数株主利益 456

四半期純利益 33,386

EDINET提出書類

西日本旅客鉄道株式会社(E04148)

四半期報告書

19/31



【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

営業収益 326,861

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 237,623

販売費及び一般管理費 ※2
 51,601

営業費合計 ※1
 289,224

営業利益 37,636

営業外収益

受取利息 28

受取配当金 79

受託工事事務費戻入 57

持分法による投資利益 99

その他 841

営業外収益合計 1,105

営業外費用

支払利息 8,771

その他 230

営業外費用合計 9,002

経常利益 29,740

特別利益

工事負担金等受入額 5,637

その他 1,029

特別利益合計 6,666

特別損失

工事負担金等圧縮額 5,572

その他 1,419

特別損失合計 6,991

税金等調整前四半期純利益 29,415

法人税、住民税及び事業税 24,463

法人税等調整額 △12,584

法人税等合計 11,878

少数株主利益 303

四半期純利益 17,233

EDINET提出書類

西日本旅客鉄道株式会社(E04148)

四半期報告書

20/31



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 56,804

減価償却費 66,596

工事負担金等圧縮額 18,974

固定資産除却損 2,060

貸倒引当金の増減額（△は減少） 292

退職給付引当金の増減額（△は減少） 18,057

賞与引当金の増減額（△は減少） 302

受取利息及び受取配当金 △343

支払利息 17,285

持分法による投資損益（△は益） △224

工事負担金等受入額 △19,201

売上債権の増減額（△は増加） 17,476

たな卸資産の増減額（△は増加） △12,664

仕入債務の増減額（△は減少） △20,401

未払消費税等の増減額（△は減少） 2,722

その他 △19,622

小計 128,115

利息及び配当金の受取額 189

利息の支払額 △17,263

法人税等の支払額 △34,915

営業活動によるキャッシュ・フロー 76,126

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △97,027

固定資産の売却による収入 677

工事負担金等受入による収入 25,272

投資有価証券の取得による支出 △3,275

貸付けによる支出 △571

貸付金の回収による収入 211

その他 △143

投資活動によるキャッシュ・フロー △74,855

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △544

長期借入れによる収入 30,200

長期借入金の返済による支出 △38,007

社債の発行による収入 25,000

鉄道施設購入長期未払金の支払による支出 △11,176

自己株式の取得による支出 △9,999

配当金の支払額 △5,952

少数株主への配当金の支払額 △126

その他 15,324

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,716

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,987

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

574

現金及び現金同等物の期首残高 44,606

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 51,168
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

(持分法の適用に関する事項の変更)

　第１四半期連結会計期間より、大阪外環状鉄道㈱は重要性が増したため、持分法適用の範囲に含めております。

なお、変更後の持分法適用関連会社の数は５社であります。

 

(リース取引に関する会計基準の適用)

　「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準第13号　平成19年３月30日改正)及び「リース取引に関する会

計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号　平成19年３月30日改正)が、平成20年４月１日以降開始する

連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用できることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間より

同会計基準及び同適用指針を適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引の開始日が、平成20年３月31日ま

では通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理により、また平成20年４月１日以降は通常の売買取引に係る

会計処理によっております。また、上記リース資産の減価償却方法については、リース期間を耐用年数とし、残存

価額を零とする定額法を採用しております。

これによる四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。

 

EDINET提出書類

西日本旅客鉄道株式会社(E04148)

四半期報告書

22/31



【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

商品及び製品 5,899百万円

仕掛品 15,425百万円

原材料及び貯蔵品 13,657百万円

計 34,982百万円

  

※１　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

商品及び製品 5,509百万円

仕掛品 7,156百万円

原材料及び貯蔵品 9,581百万円

計 22,246百万円

※２　有形固定資産の減価償却累計額 2,687,572百万円

　　　鉄道事業に係る工事負担金等の受入による固定資

産の取得原価の圧縮累計額及び収用等の代替資産

についての当四半期連結累計期間圧縮額

　　(1) 工事負担金等の受入による固定資産の取得原価

の圧縮累計額 543,024百万円

　(2) 収用等の代替資産についての当四半期連結累

計

期間圧縮額 89百万円

※２　有形固定資産の減価償却累計額2,640,818百万円

　　　鉄道事業に係る工事負担金等の受入による固定資

産の取得原価の圧縮累計額及び収用等の代替資産

についての当期圧縮額

　　(1) 工事負担金等の受入による固定資産の取得原価

の圧縮累計額 525,033百万円

　　(2) 収用等の代替資産についての当期圧縮額

 3,416百万円

  

３　保証債務

　　　連結会社以外の会社の保証

被保証者 保証金額
被保証債務の
内容

大阪外環状鉄道㈱
百万円

7,800
借入債務

日旅サービス㈱ 400
JR券委託販売
保証

㈱日本旅行北海道 38
JR券委託販売
保証

㈱日本旅行オーエ
ムシートラベル

214
航空運賃支払
保証

㈱エルオルト 1
航空運賃支払
保証

NIPPON TRAVEL
AGENCY FRANCE
S.A.R.L.

14
旅行業ライセ
ンス保証

NIPPON TRAVEL
AGENCY PACIFIC,
INC.

123
 

支払保証

計 8,593 

 

　４　今後、福知山線列車事故に伴う補償などの支出が

見込まれますが、これらについては、現時点では金

額等を合理的に見積もることは困難であります。

３　保証債務

　　　連結会社以外の会社の保証

被保証者 保証金額
被保証債務の
内容

大阪外環状鉄道㈱
百万円

7,800
借入債務

日旅サービス㈱ 400
JR券委託販売
保証

㈱日本旅行北海道 38
JR券委託販売
保証

㈱日本旅行オーエ
ムシートラベル

239
航空運賃支払
保証

㈱エルオルト 2
航空運賃支払
保証

NIPPON TRAVEL
AGENCY FRANCE
S.A.R.L.

15
旅行業ライセ
ンス保証

NIPPON TRAVEL
AGENCY PACIFIC,
INC.

116支払保証

計 8,612 

 

　４　　　　　　　　　　同左
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 (四半期連結損益計算書関係)

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

※１　主な引当金の繰入額は、次のとおりであります。

賞与引当金繰入額 34,339百万円

退職給付引当金繰入額 30,378百万円

 

※２　販売費及び一般管理費の内訳は次のとおりであります。

人件費 63,188百万円

経費 33,545百万円

諸税 1,684百万円

減価償却費 4,869百万円

計 103,287百万円

 

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

※１　主な引当金の繰入額は、次のとおりであります。

賞与引当金繰入額 17,222百万円

退職給付引当金繰入額 15,130百万円

 

※２　販売費及び一般管理費の内訳は次のとおりであります。

人件費 31,814百万円

経費 16,615百万円

諸税 701百万円

減価償却費 2,469百万円

計 51,601百万円

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている科

目の金額との関係（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 51,398百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △230百万円

現金及び現金同等物 51,168百万円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自平成20年４月１

日　至平成20年９月30日)

１.　発行済株式に関する事項

　　 普通株式　　　　　2,000,000株

 

２.　自己株式に関する事項

　　 普通株式　　　　　　 38,278株

 

３.　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
 

４.　配当に関する事項

(1) 配当金支払額
 

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成20年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金
百万円

5,947
 

円

3,000
 
平成20年３月31日平成20年６月25日

 

(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半

期連結会計期間末後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成20年10月31日
取締役会

普通株式 利益剰余金
百万円

6,869
 

円

3,500
 
平成20年９月30日平成20年11月28日

 

５.　株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成20年５月16日開催の取締役会における決議に基づき、平成20年８月20日から平成20

年９月17日の期間に、市場買付により自己株式19,913株9,999百万円を取得しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式は19,913株9,999百万円増加し、当第２

四半期連結会計期間末において20,343百万円となりました。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

 

 運輸業 流通業 不動産業 その他の事業 計
消去又は

全社
連結

売上高
百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

(1) 外部顧客に対する
　　売上高

222,80455,85017,07431,132326,861 ― 326,861

(2) セグメント間の
内部売上高又は振替高

4,29110,9323,28237,80856,315(56,315)―

計 227,09566,78220,35768,941383,177(56,315)326,861

営業利益 29,3131,764 5,800 568 37,446 189 37,636

 

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

 運輸業 流通業 不動産業 その他の事業 計
消去又は

全社
連結

売上高
百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

(1) 外部顧客に対する
　　売上高

433,221107,87734,00759,844634,952 ― 634,952

(2) セグメント間の
内部売上高又は振替高

8,48322,1536,43666,121103,195(103,195)―

計 441,704130,03140,444125,966738,147(103,195)634,952

営業利益又は営業損失(△) 58,6043,05111,673△1,00372,325 533 72,859

 

(注) 1.　事業区分の方法
日本標準産業分類を基本に、経営の多角化の実態が具体的かつ適切に開示できるよう事業を区分して

おります。
2.　各事業区分の主な事業内容
運輸業………鉄道事業、船舶事業、旅客自動車運送事業を行っております。
流通業………百貨店業、物販・飲食業、各種物品等卸売業を行っております。
不動産業……不動産販売・賃貸業、ショッピングセンター運営業を行っております。

その他事業…ホテル業、旅行業、物品賃貸業、建設事業等を行っております。　
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間については、在外子会社及び在外支店が

ないため記載すべき事項はありません。

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間については、海外売上高がないため記

載すべき事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１.　１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

 

１株当たり純資産額 334,302円24銭

  

１株当たり純資産額 322,294円60銭

(注)　表示単位未満の端数は四捨五入して表示しております。

 

２.　１株当たり四半期純利益等

第２四半期連結累計期間

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 16,853円70銭

　 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

(注)  1.　表示単位未満の端数は四捨五入して表示しております。

2.　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

四半期純利益金額(百万円) 33,386

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 33,386

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,980
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第２四半期連結会計期間

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 8,702円21銭

　 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

(注) 1.　表示単位未満の端数は四捨五入して表示しております。

2.　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

四半期純利益金額(百万円) 17,233

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 17,233

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,980

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第22期(平成20年４月１日から平成21年３月31日まで)中間配当については、平成20年10月31日開催

の取締役会において、平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株

主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　 6,869,285,500円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　 3,500円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　平成20年11月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成20年11月12日

西日本旅客鉄道株式会社

　取　 締　 役　 会　　御　中

 

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　竹　　山　　健　　二　　㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　西　　田　　隆　　行　　㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　野　　田　　弘　　一　　㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　松　　村　　　　　豊　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられて

いる西日本旅客鉄道株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第

２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計

期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を

有する者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われてお

り、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸

表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において

一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、西日本旅客鉄道株式会

社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会

計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

以　上
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(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半

期報告書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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